
令和３年（２０２１年）３月
九州産交バス㈱、産交バス㈱、熊本電気鉄道㈱、

熊本バス㈱、熊本都市バス㈱



(1) 九州産交バス株式会社
(2) 産交バス株式会社
(3) 熊本電気鉄道株式会社

(4) 熊本バス株式会社
(5) 熊本都市バス株式会社

複数のバス事業者が重複して運行する代表４区間＋効率化で生
じた余剰の充当先（熊本駅周辺の開発の対応） ※右図参照

重複路線の見直し、待ち時間の平準化、系統移譲に伴う定期券
の継続措置、熊本駅方面の路線延伸（余剰の充当）

重複路線の見直し、待ち時間の平準化

重複路線の見直し、待ち時間の平準化、系統移譲に伴う定期券
の継続措置

重複路線の見直し、待ち時間の平準化、2社共通の乗継割引、
熊本駅方面、武蔵ヶ丘・光の森方面の路線延伸（余剰の充当）

重複区間の効率化等により、収益性は約31百万円の改善、
サービス維持に必要な人員5.6人/日・車両4.7台/日の軽減

利用者利便の水準を維持しつつ、対象55系統のサービス維持

令和3年4月1日～令和6年3月31日までの3年間

≪凡例≫
：計画区域
：対象路線
：その他路線
：重複区間

〈重複区間〉
複数のバス事業者の路線が競合し、
各方面の路線が集まる幹線区間



15
系統

取組内容
産交バス
※現状維持

九州産交バス

減便、区間短縮

だんご状態・間隔が
長いダイヤの調整

熊本都市バス

系統の移譲、
一部系統の廃止

２社共通
系統移譲に伴う定期券の継続措置

3
系統 系統の廃止

(京町本丁)

平日 14便
土曜 6便
日祝 6便

平日176便
土曜150便
日祝122便

平日 55便
土曜 50便
日祝 39便

20
系統

平日 ±0
土曜 ±0
日祝 ±0

平日+48便
土曜+44便
日祝+36便

取組内容

九州産交バス

廃止系統で輸送人員の
多い早朝便を一部増便

だんご状態・間隔が
長いダイヤの調整

熊本バス

系統の廃止

12
系統

2
系統

系統の廃止
(南区役所)

平日 90便
土曜 83便
日祝 78便

平日 6便
土曜 4便
日祝 4便

12
系統

平日 +1便
土曜 ±0
日祝 ±0

取組内容

熊本都市バス

減便、区間短縮

だんご状態・間隔が
長いダイヤの調整

九州産交バス

系統の移譲、
一部系統の廃止

２社共通
系統移譲に伴う定期券の継続措置

1
系統

3
系統

平日 94便
土曜 60便
日祝 48便

平日 50便
土曜 46便
日祝 41便

3
系統

平日+28便
土曜+22便
日祝+24便

系統の移譲
(九州産交バスへ)

取組内容

九州産交バス

減便、増便

だんご状態・間隔が
長いダイヤの調整

熊本電気鉄道

系統集約、区間短縮、
減便、増便

だんご状態・間隔が長いダイヤの調整

２社共通
系統移譲に伴う定期券の継続措置

11
系統

7
系統

平日192便
土曜174便
日祝132便

平日 40便
土曜 39便
日祝 36便

12
系統

平日 － 4便
土曜 － 9便
日祝 ±0

※効率化で捻出される余剰が軽微のため、
自社の労働環境の改善に活用

平日 － 3便
土曜 － 9便
日祝 －10便

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

重複路線の見直し

1
系統

1
系統

廃止系統の代替

4
系統

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

待ち時間の平準化

系統の廃止
(戸島駐車場)

系統の移譲
(熊本都市バスへ)



❶運行量の多い九州産交バスに熊本都市バス系統（富尾団地）を移譲し、事業者間の競合を解消（一部系統廃止）
❷需給バランスを踏まえた重複路線の効率化（減便、区間短縮等）、待ち時間の平準化による利便性の維持・向上
❸効率化で生じた余剰：熊本駅周辺の開発に応じた路線延伸(九州産交バス)、重複区間③の運行に充当(熊本都市バス)

系統数 19系統 便数 平日
245便

土曜
206便

日祝
167便

仕業数 37仕業 運賃 各社共通・距離制

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

産交バス

熊本都市バス

重複
区間

山鹿バスセンター系統
5系統（74便/日）

植木
駐車場

小野泉水
公園

山鹿バスセンター

玉名駅前

鹿南中学校

木留

富尾団地

玉名駅系統
1系統（14便/日）

木留系統
2系統（28便/日）

鹿南中学校系統
2系統（21便/日）

植木駐車場系統
2系統（27便/日）

富尾団地-若葉校

1系統（4便/日）

富尾団地-桜町ＢＴ

1系統（51便/日）

富尾団地-京町本丁

1系統（0便/日）
※京町本丁は入出庫用

の日曜1便のみ

桜町
BT田崎橋

県会議事堂前

山伏塚

京町
本丁

若葉小学校
北窪

新堀町

小野泉水系統
4系統（26便/日）

系統数 21系統（2増加） 便数 平日
238便

土曜
200便

日祝
164便

仕業数 38仕業（1増加） 運賃 現行のとおり

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

産交バス

延伸部
廃止系統



❶運行量の多い九州産交バスに運行分担し、熊本バス系統（南区役所）の廃止により事業者間の競合を解消
❷廃止系統で輸送人員の多い始発1便目は九州産交バスの増便で代替手段を確保（他は全便に近接するダイヤあり）
❸待ち時間の平準化により利便性を維持・向上（効率化で生じる熊本バスの余剰は軽微のため労働改善に充当）

系統数 14系統 便数 平日
96便

土曜
87便

日祝
82便

仕業数 14.8仕業 運賃 各社共通・距離制

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

系統数 12系統（2減少） 便数 平日
91便

土曜
83便

日祝
78便

仕業数 14仕業（0.8減少） 運賃 現行のとおり

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

熊本バス

その他対象外
桜町BT 県会

議事堂前
迎町

北窪

若宮神社入口
リバグリーン八幡

川尻町

国町駐車場系統
4系統（27便/日）

水道町

南区役所-桜町BT
1系統（4便/日）
南区役所-北窪
1系統（2便/日）

リバグリーン八幡系統
4系統（25便/日）

緑川橋

重複
区間

国町
駐車場

〈参考〉

●国道経由系統
今回対象のほか、国道経由の九州産交バス系統
が多数運行 [リバ八幡/南区役所/国町/松橋]

松橋産交系統
4系統（38便/日）

南区役所

松橋
産交

熊日前

九州産交バス
九州産交バス（他系統）
廃止系統

桜町BT 県会
議事堂前

迎町

北窪

リバグリーン八幡

若宮神社入口

川尻町

水道町

緑川橋

国町
駐車場

松橋
産交

南区役所

〈参考〉

南区役所には、廃止後も国道経由
の系統が運行継続（11便/日）

重複
区間

熊日前

熊本バス

南区役所系統（6便/日）
を廃止し、区間の供給バ
ランスを適正化

九州産交バス

リバグリーン八幡系統(桜
町BT着)の朝1便を増便し、
利用者への影響を最小化 [補足]松橋・国町系統[水道町

行き]は各最終18・20時
台を桜町BT止めに変更
※3バス停、人員等の
影響はなし



系統数 4系統 便数 平日
144便

土曜
106便

日祝
89便

仕業数 20仕業 運賃 各社共通・距離制

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

系統数 3 系統（1減少） 便数 平日
122 便

土曜
82便

日祝
72便

仕業数 15仕業（5減少） 運賃 現行のとおり

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス

熊本都市バス

重複区間

戸島駐車場系統
1系統（2便/日）

桜町
BT

九
品
寺
交
差
点

保
田
窪
四
ッ
角

帯
山
６
丁
目

日
赤
病
院

小
峯

池
尻戸

島
駐
車
場
前

長嶺小学校前

免
許
セ
ン
タ
ー

パーク
ドーム
熊本前

熊
本
工
業

専
門
学
校
前

ト
ラ
ッ
ク

タ
ー
ミ
ナ
ル
前鉄

工
団
地
前

免許センター系統
1系統（22便/日）

トラックターミナル系統
1系統（26便/日）

長嶺小学校系統
1系統（94便/日）

熊
本
駅

西
部
車
庫

熊本都市バス

廃止系統

❶運行量の多い熊本都市バスに九州産交バスのトラックターミナル・免許センター系統を移譲し、事業者間の競合を
解消（一部系統は廃止）

❷需給バランスを踏まえた重複路線の効率化（減便、区間短縮等）、待ち時間の平準化による利便性の維持・向上
❸効率化で生じた余剰：重複区間①（旧3号線方面）の運行に充当（九州産交バス）



重複区間

桜
町
Ｂ
Ｔ

楠
団
地

大
津
産
交
・
吹
田
団
地

光
の
森
産
交

菊
陽
病
院

武
蔵
ヶ
丘
車
庫

北バイパス系統
2系統（10便/日）

光の森駅

たつだ
ニュー
タウン

武蔵ヶ丘車庫系統
1系統（3便/日）

楠団地系統
2系統（2便/日） 二里木

光の森駅系統
2系統（25便/日）

R57/菊陽BP

大津産交系統
2系統（13便/日）

竜
田
口
駅
前

熊
本
駅

熊
本
大
学
前

藤
崎
宮
前

子
飼
橋西

部
車
庫

光の森産交系統
旧57号/菊陽BP経由 2系統（47便/日）
武蔵ヶ丘経由 2系統（50便/日）
ゆめタウン光の森経由 1系統（23便/日）

水
道
町

竜田口駅系統 2系統（6便/日）
楠団地系統 2系統（53便/日）

高杉

❶熊本電気鉄道・九州産交バスが協調し、需給バランスを踏まえた重複路線の効率化（経路集約、減便、区間短縮等）
❷2社協調で最適化を図った路線について、待ち時間の平準化による利便性の維持・向上
❸効率化で生じた余剰：熊本駅周辺の開発に合わせた路線の延伸（九州産交バス・熊本電気鉄道）

系統数 18系統 便数 平日
232便

土曜
213便

日祝
168便

仕業数 35仕業 運賃 各社共通・距離制

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

系統数 15系統（3減少） 便数 平日
225便

土曜
195便

日祝
158便

仕業数 33仕業（2減少） 運賃 現行のとおり

※主なバス停のみ表記
※便数は平日ダイヤ

九州産交バス
熊本電気鉄道

九州産交バス
熊本電気鉄道

延伸部
延伸部
廃止系統


